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■国営木曽三川公園 河川環境楽園 自然発見館（木曽三川事業所） 
 

■住所：岐阜県各務原市川島笠田町 ■TEL：0586-89-7023 ■HP：https://www.kisosansenkoen.jp 

■施設概要：国営木曽三川公園・河川環境楽園内にある環境学習施設である。岐阜県と愛知県の自然や文化を

代表し、木曽三川流域をテーマに創られた公園内には、木曽川の上流から下流を再現した人口河

川「木曽川水園」や自然河川の「新境川」が隣接している。都市公園の中に様々な自然環境があ

り、地域に生息する生きものの保全活動も行っている。 

これらの多様なフィールドを活かした 46 種類の環境教育プログラムが用意され、学校の校外学

習や一般来園者向けのネイチャーイベントを年間 750 回以上実施している。 

■発 注 者：木曽三川公園管理センター・指定管理者 

■受 託 年：平成 11 年 7 月～  

■休 館 日：1,2,6 月は毎週月曜日、3,4,5,7,9,10,11,12 月は第 2 月曜日、8 月は第 4 月曜日（祝日の場合は 

直後の平日）、年末年始（12/31～1/1） 

■職員人数：5 名 

 

●主な業務内容 

○学校団体の校外学習の対応／同時 4クラス 

（最大 160名） 

○ネイチャーイベントと呼ばれる一般家族向けの

プログラム提供 

○日常的な来園者への対応／年間約 30万人 

○展示物の作成 

○環境学習プログラムの企画・運営 

○自然環境調査 

 

●業務経歴 

○平成 10 年度までに委託されていたプログラム開

発に関する業務に引き続き、平成 11 年からは公

開コンペの結果、「国営木曽三川公園環境教育プ

ログラム運営補助業務」を受託し、平成 14 年度

からは NPO法人生態教育センターが受託し業務を

行っている。 

○自然発見館で展開する常設の有料プログラムは、

クラフト系 16 種、観察系 9 種、ワークショップ

系 16 種、特別プログラム 2 種、SDGs をテーマと

する 3 種を展開し合計 46 種のプログラムを準備

し、対象は幼稚園(保育園)から高校生・大人まで

幅広くカバーし、特に小学校に対応したメニュー

に力を入れている。 

 

●業務内容：令和 7 年度 

○環境教育プログラムを 1,191回実施し、参加人数

は 21,625 名という多人数の受入れが特徴。その

内訳は、団体利用として学校団体は 225 クラス

6,8529 名、一般の団体は 107 回 4,195 名、合計

11,047 名の参加者になった。また、一般向けイベ

ント型プログラムの参加者は、505 回 7,138 名、

無料のネイチャーガイドは 353回 3,430名の参加

者であった。 

○令和 7年度の特徴として、教育分野の収益事業だ

けではなく、公園の生きもの（ハリヨ）の保全事

業への取り組みを積極的に実施し、ハリヨの生息

地の再整備に力を注いだ。 

 

●施設の特徴 

東海地方で有数の集客数（年間 469万人）がある環

境共生型テーマパーク「河川環境楽園」。自然発見

館はその中にある。平成 11年 7月にオープンした。

都市公園として身近な動植物に直接触れあう中で、

専門の知識を持った指導員と楽しみながら学ぶこ

とができるプログラムが多数用意されている。 

特徴として、国営公園という都市公園のなかで、環

境教育部門は専門の NPOが担当している点で、来園

される学校団体や一般家族などさまざまなニーズ

に対応できる多様なプログラム展開が可能となっ

ている。オープン以来公園利用者累計として 10，543

万人となった。
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●主催イベント 

 

○年会員イベント/より深く関わる会員制の年間講座 

 

1年間を通して（おおむね月 1回実施）、小学生や幼

児向けの親子対象の「おさかなクラブ」「（幼児）ち

びっこタイム」など合計 7 種類の講座を実施した。

単発では展開できない家族間の交流や連続した活

動を行うことでより深い学びにつながった。 

 

（↑「おさかなクラブ」水抜き清掃にともない主に

在来の魚類の救出をしている様子） 

 

 

○ネイチャーイベント/身近な自然を感じたり、理解

する体系的なプログラム体験 

 

クラフト系や観察系、実験系など様々なテーマで、

公園のフィールドと関連づけながら、社会のなかで

話題になっているテーマなども取り上げている。 

R7 年度の特徴として、生きものやその生息地の保全

活動につながる内容をイベント型で参加者ととも

に作業をすることで教育的効果を高めた。 

 

（↓連続講座「インセクトハウス」の様子） 

 

●主催イベント以外の取り組み 

 

○保全活動の積極的な参画 

自然発見館の事業として教育活動が積極的であるこ

とは以前から変わらないが、生きものやその生息地の

保全活動に力を注いだ。 

開園直後に放流された淡水魚で希少なハリヨが世代

を繰り返しながら生息していたが、過去 2～3 年の間

に生息地の悪化（泥土の蓄積、外来生物の侵入など）

の影響により、生息数の減少が著しかった。 

そこでハリヨの生息地の再整備を行い、再び放流する

ことを目標にし、作業および関係機関との調整を行っ

た。 

 

（↑ハリヨの放流活動に際し関係機関との協働によ

るイベントの様子） 

 

○地域連携の展開として（全国都市緑化ぎふフェアの

協力） 

全国都市緑化ぎふフェアの一環として、木曽川水園に

おいて Eボートに乗りながら普段とは異なる視点の違

いから水辺環境の紹介や治水の役割の紹介した。 

 

 

 

（↑全国都市緑化ぎふフェア「Eボートから水辺をの

ぞいてみよう」で観察する参加者）

 


